
Japan Advanced Institute of Science and Technology

JAIST Repository
https://dspace.jaist.ac.jp/

Title 金沢箔を知る　－なるほど！ガッテン金箔－

Author(s)

Citation JAIST社会イノベーション・シリーズ２, 21

Issue Date 2009-03

Type Others

Text version publisher

URL http://hdl.handle.net/10119/8212

Rights

Description



雪唾の展望

状は金沢箔の生産高は下げ止まらない状況で

覗 す.L現在､事業所数 118､従事者数 652名､

生産高  22億円､箔の産地として最盛期だったと思

われる昭和  50年代中頃と比較すると､それぞれ

33%､47%､24%と激減しています (石川県箔商

工業協同組合提供データ)｡原因は､金箔の用途の 

80-90%を占めるといわれる､仏壇仏具､神社仏

閣の需要激減です｡この背景には､日本独自の宗教 

(仏教)文化の衰退､中国における仏壇仏具生産の影

響､さらに金仏壇に替わる唐木仏壇､家具調仏壇の

台頭などがあります｡もちろん中国を中心とした安価

な外国箔､及び箔の代替え技術である真空蒸着 (真

空中で蒸気にした金､銀などの金属をポリエステル

フィルムなどに貼りつけることによって箔を作る技術)

の影響もあります｡  

2009年  2月 9日､縁付金箔の技術を後世に残

新たな取組みプラチナ矧こよる美術品 黒木国昭作

地域再生 紺̂割出拠点のP,成プロゴラム亡Lさ

そうと､国の文化財 ｢選定保存技術｣認定に向けて､

金沢金箔伝統技術保存会が設立されました｡選定保

存技術に認定されることにより､金沢箔のブランドカ

が高まるうえ､国宝､文化財などの修復で優先的に使

用されるようになります｡また､国の助成制度も受け

やすくなります｡保存会会長に就任した松村謙一氏は

次のように語ります｡｢現在､箔打ち職人の高齢化は

深刻化しており､後継者もほとんどいない状況です｡

若手といっても 30代が 3,4人いるだけです｡個人

では技術の保存､後継者の育成､また和紙などの道

具としての材料の確保も難しい｡保存活動を通じて､

関係者の問題意識を高めてこれらの問題に取り組む

のは､今しかありません｡その活動の延長で国の認定

ということに繋がればよいと思っています｡｣ 

400年以上続いている金沢箔､産業として生き

残っていけるか､金沢箔は今その過度期にあります｡
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